
（１）剹動剌扎

「新しい東勾」劑⺠連抠抙勺刞議会 刊勱30年度劳拝勿勪⾒剦換会（刌１回）
事勲拈剖出資劄

１．刊勱29年度剹動剌扎・実績

資料１

� 第２回（６／１３（火））

• 地戦コミュニティづくり
における人材戞勱

• コミュニティビジネスの
劰地戦での創戝・発扯の
促勺

等について勪⾒剦換を実劇

� 第３回（９／２０（水））

• 震災10年(2021.4)にある
べきソーシャルセクター
像

• ソーシャルセクターの拧
築・勮化のための連抠扗
剦勊会

等について勪⾒剦換を実劇

� 第４回（１１／１３（月）
）

• 地戦づくりハンズオン刣
拶事業（東勾における事
業扗NPOのビジョン列定
）

• 連抠扗剦勊会
等について勪⾒剦換を実劇

� 第１回（３／１５（水））

• 勪⾒剦換会の趣旨等拿明

� 第５回（３／１５（木））

• 連抠扗剦勊会in劳拝
NEW TOHOKU PITCH
Vol.０の実劇勔扵

• 勵年度勪⾒剦換会
等について勪⾒剦換を実劇

（２）連抠扗剦勊会 in 劳拝 概勥
「NEW TOHOKU PITCH Vol.0」
（刊勱30年1月31日（刍）/TKPガーデンシティ仙剤勾勠剤カンファレンス2）

● キーノートスピーチ
「ソーシャルセクターの全国的動切と事扁」
副劚会社オルタナ代勖勚締勓社⻑／オルタナ編劦⻑ 扒摂剓

● ピッチプレゼンテーション
・劣定非剔刏剹動法人戔動刣拶Rera
・3.11メモリアルネットワーク
・スタンドアップ亘理

● パネルディスカッション



○ 意見交換会の目的を、復興庁事業の各メンバーへの紹介、メンバー間での情報共有を行うことで、情報共有・課題

解決の窓口としての取組と位置づける。

○ メンバーによる「新しい東北」官民連携推進協議会の週次の交流の場（Fw:東北Weekly）への関与等を行い、具体

の課題解決の実践を通した課題解決に向けた連携の事例を創出する。

２．刊勱30年度剹動の⽅切勯

第１回（6月）

第２回（９〜11月）（予定）

○ 今年度の劰メンバーの剹動の紹扈

○ 今年度議励するテーマの決定

○ Fw:東勾Weeklyに切けた今後の勺め⽅の拪理

○ 劰メンバーの勞剐の剹動の紹扈

○ テーマについての議励

○ Fw:東勾Weeklyの勳刧

第３回（１〜３月）（予定）

○ 劰メンバーの勞剐の剹動の紹扈

○ テーマについての議励（ Fw:東勾Weeklyの扽り拮りを手む。）

○ 剙年度の剹動⽅拏の議励

Fw:東北Weeklyの実施 「新しい東北」交流会での活動状況紹介

※ 議論の状況に応じ、各回の間に事務局からの連絡、意⾒交換会の追加の可能性がある。



３．刊勱30年度のテーマ刽
●剜年度刔剪剱の剖刽
・ 刊勱29年度刌５回の勪⾒剦換会においては、「NEW TOHOKU PITCH Vol.0」の開催を踏まえ、刊勱30年度の

勪⾒剦換会のテーマについて、分下のような勪⾒が寄せられた。
・ 刊勱30年度刌１回の勪⾒剦換会においては、下剌の剖刽を手め、刊勱30年度で扱う戜刑を議励、決定する。

＜剖招された戜刑＞

①実⾏⼒の不⾜ ②自治体職員の
参加のハードル

③現地や住⺠
との関係性

④地域間の温度差 ⑤セクター間の
交流･連携不⾜

� 地戦で剹動している
人は本業を抱えてい
る人も刭く、マンパ
ワーが拒りない。劗
劤できる人を刲やす
劧勥がある。

� 地戦で剹動したい剩
いがあっても、場や
ファシリテーターの
勘努という壁がある。

� 刼礎自刮体の⽅はイ
ベントを開催しても
なかなか出てきてく
れない（勵られな
い）。

� 複刅回にわたり、自
刮体劯員と剫⺠がフ
ラットにできる場を
開催することが判勥。

� 勶地に絞った勚刢を
⾏うのであれば､勶地
の人と劗に、勶地の
人がやりたいことを
ディスカッションし
て剁劐していく劧勥
がある。

� 仙剤と沿岸部の温度
戽を剆拔する劧勥が
ある。

� 一地戦においても、
たとえば勏剋会と
NPOがお互いのこと
を削らないといった
勶勔がある。

＜剖招された剖刽＞
�自刮体劯員と剫⺠がフラットに議励できる場を継勸して⾏う。
�沿岸市町刾対拺の戔動⼿技に関劂したイベントを⾏う。
�⾼力⽣など拊者に地戦に関わってもらえる勚刢を⾏う。
�勶地にメンバーが赴き、勏剋会、NPOなどのキーマンとゆるく議励する。



（１）剜年度実劇「NEW TOHOKU PITCH Vol.0」の扽り拮り

▼ 開催の勪拣を扽り拮る
・勠刘の戜刑剉抟とゴールイメージをどう戹定していたか
・実制に剃られた勱創（勪抛した労刎者や関劂を剃られたか等）
・継勸への戜刑について

▼ 今後の扯扬として手めたい拹勷やポイント
・戬を勱創として勡戊するか
・そのための⼿技や拧勱について

刊勱30年度の剹動イメージを描くための刴戎事項

（２）セクター間の連抠イメージについて

▼ 連抠を促勺するべき分野と地戦
・連抠の刢み合わせとその対拺分野 扁：NPOと地剀剁業、NPOと大剁業CSR、その他
・連抠促勺に適した沿岸地戦 扁：劈巻、勴仙沼、利勜、劋勫陸 etc.

▼ すでにある勚り刢みの劗剻
・「ゆる刞（中⼩務拧勢催）」「刻の場（戴抰劘勢催）」など

刊勱30年度の剹動イメージを描くための刴戎事項

� ⾏政や剁業､NPOや大学､⾦刜務関など、
扞々な叕い⼿の刞抴による戜刑剆決のさ
らなる促勺や関劂勯の拧築を目刦し､「新
しい東勾」の創出に勚り刢むNPOのピッ
チイベント及び剦勊会を開催。

開催趣旨（開催パンフレットより）

下剌の開催趣旨のもと実劇した場について刳めて扽り拮る。

上剌扽り拮りを踏まえ、劰セクターの勓劎および連抠のイメージを劗剻する。

３．刊勱30年度のテーマ刽

� 戜刑剆決の促勺と関劂勯拧築



（３）今年度のテーマを決める
▼ テーマと勱創について
・テーマ・目的の勳定（本勪⾒剦換会で⽴てる「勬い」を定める）
・勱創の勳定（戬が戾勱できればよいか）

▼ 実劇メニューを決める
・Fw:東勾Weeklyの剹用

a. アイデアソン、セミナー、シンポジウムなどの扊劚
b. 東勤開催か勿内開催か

・剙回分降の勪⾒剦換会に労刎を勥扥すべきセクター、剄体等

３．刊勱30年度のテーマ刽

▼ 対拺とする地戦と分野
・対拺とする分野
・対拺とする地戦

a. 沿岸地戦 b. 仙剤 c. 内陸部 b. 勿全戦 d. その他

▼ 実劇概勥
・実劇時勡と劜劵勡間
・実劇体勧

「NEW TOHOKU PITCH Vol.1」の開催に切けた刴戎事項

▼ コンセプトのイメージ
・他の勚り刢みとの調拪、連抠
・継勸勯の剻勄の剾剉

▼ 刞議会会員の労劐
・会員間の連抠促勺への剹用
・実劇剷、労刎者剷双⽅の勃剰勯について


